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舞鶴市は「SDGs 未来都市」に選出され、
IT を活用した心が通う便利で心豊かな田舎暮らしを目指しています。

市公式 Instagramは
こちら

新型コロナウイルス感染症に
関する相談先

かかりつけ医など、地域の身近な医療機関 …平日の診療時間
きょうと新型コロナ医療相談センター（☎ 075・414・5487） …24時間365日対応
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舞鶴、
良い。 @kachaman_53_　



全
国
の
正
社
員
有
効
求
人
倍

率（
※
）が
１
・
00
を
割
り
込
む

中
、舞
鶴
市
は
１
・
24
と
い
う
高

い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。市
内

に
は
、製
造
、建
設
、運
送
、医
療
、

福
祉
、情
報
通
信
、港
湾
に
関
す

る
仕
事
な
ど
バ
ラ
ン
ス
よ
く
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、福
利
厚

生
・
給
与
面
も
充
実
し
た
世
界

的
大
企
業
、高
い
も
の
づ
く
り
技

術
を
持
つ
企
業
、女
性
も
働
き
や

す
い
企
業
、社
会
貢
献
に
取
り
組

む
企
業
な
ど
独
自
の
魅
力
を
持
っ

た
事
業
所
が
約
３
，３
０
０
も
所

在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
人
口
減
少
が

進
み
、市
内
の
事
業
所
は
人
手
不

足
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
中
、市
で
は
舞
鶴
市

で
生
ま
れ
育
っ
た
人
な
ど
に
、市

内
に
は
魅
力
的
な
働
く
場
所
が

シリーズ・市政の今 No.108

あ
る
こ
と
や
事
業
所
の
魅
力
を

伝
え
、地
元
就
職
・
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

本
市
に
立
地
す
る
高
等
教
育

機
関
や
高
等
学
校
、中
学
校
な
ど

で「
舞
鶴
市
の
産
業
」「
舞
鶴
で
の

仕
事
」「
舞
鶴
で
の
暮
ら
し
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
内
の
事
業
所
か
ら
も
講

師
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、舞
鶴

で
働
き
、暮
ら
す
こ
と
の
魅
力
を

伝
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、高
校
生
が
地
元
企

業
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
中
丹
地
域
の

各
高
校
の
協
力
を
得
て
、地
元
企

業
が
設
置
す
る
ブ
ー
ス
で
、高
校

生
や
保
護
者
が
事
業
所
の
説
明

を
聞
く
合
同
企
業
研
究
会「
高
校

生
ジ
ョ
ブ
エ
キ
ス
ポ
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

No.108

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
市
の
取
り
組

む
施
策
・
事
業
を
お
伝
え
す
る
「
市
政

の
今
」。
今
回
は
、
舞
鶴
の
就
労
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ＳＤＧｓ未来都市

魅
力
的
な
仕
事
が
あ
る

働
き
た
い
ま
ち
舞
鶴
へ

令
和
４
年
６
月
に
開
催
し
た

同
イ
ベ
ン
ト
に
は
、中
丹
地
域
11

校
か
ら
高
校
生
81
人
、保
護
者
14

人
、高
校
教
諭
16
人
が
参
加
。
舞

鶴
市
の
事
業
所
12
社
を
含
む
中

丹
地
域
36
社
が
熱
く
自
社
の
魅

力
を
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、舞
鶴
で
働
き
た
い
人
と

地
元
企
業
が
出
会
え
る
イ
ベ
ン

ト「
ま
い
づ
る
就
職
フ
ェ
ア
」な

ど
市
内
事
業
所
が
参
加
す
る
合

同
企
業
説
明
会
を
年
に
５
回
、関

係
機
関
と
連
携
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
同
フ
ェ
ア
に
は
、多
く

の
求
職
者
が
参
加
さ
れ
、過
去
５

年
で
２
０
６
人
の
就
職
内
定
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト

舞
鶴
で
は
常
に
Ｕ
タ
ー
ン
相
談

を
受
け
付
け
て
お
り
、市
内
企
業

の
情
報
提
供
、自
分
に
あ
っ
た
仕

事
探
し
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
舞
鶴

で
の
就
職
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
族
、友
人
な
ど
身

近
な
人
で「
舞
鶴
に
帰
っ
て
こ
よ

う
か
な
」と
思
っ
て
い
る
人
や「
都

会
の
暮
ら
し
が
合
わ
な
い
」と

言
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

迷
っ
て
い
る
人
に
は「
舞
鶴
に
も

良
い
仕
事
あ
る
ら
し
い
で
！
就

職
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
み
た
ら
」

と
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。そ
の

一
言
で
、舞
鶴
で
の
地
元
就
職
、

舞
鶴
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
が
増

え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
ふ
る

さ
と
舞
鶴
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
で

す
。
今
後
は
、公
的
機
関
だ
け
で

は
な
く
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
、就
職
を
控
え
た
若
者
や
市
外

で
生
活
し
て
い
る
人
な
ど
に
地

元
就
職
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
勧

め
、就
労
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実

を
目
指
す
中
で
、本
市
が
人
や
企

業
に
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　三重県で働いていましたが、家庭の事情から
舞鶴に帰ることを検討していたところ、就職フェ
アが開催されることを知り参加しました。そこ
で就職を決め戻ってくることができたのですが、
戻ってくるといろいろな人が支えてくれ、また
先輩方もしっかり指導してくれます。私は 35
歳で良い企業に就職し、Ｕターンできましたが、
ジョブサポの皆さんからのフォローアップもあ
り、安心して働いています。就職フェアは企業
が一堂に会するため、就職活動で休暇を取る回
数が少なくてすむので、仕事を探しやすく、Ｕ

ターンを考えている人はぜ
ひ参加して一歩を踏み出し
てほしいと思います。

I N T E R V I E W 　

大谷 一史さん

弥栄電設工業株式会社

▲若年層にも多種の仕事がある

舞
鶴
の
雇
用
を
取
り
巻
く
環
境

　コロナ禍で雇用環境が厳しい時期もあった中、
舞鶴市内の事業所は採用数を確保するなど、生
徒が地元で就職できるよう努力をしてもらって
いて、地元の高校を気に掛けていただいている
と感じています。就職フェアやジョブエキスポ
はそんな地元企業を知るうえで重要な取り組み
であり、生徒たちには参加して最低３社と話を
して、企業への理解を深めるように指導してい
ます。地元の将来を担っていくのは高校卒業後
そのまま就職する生徒であることも多く、今後
もそうした人材を増やすため、生徒たちがこれ
まで以上にさまざまな職種を
選択できるような支援もあれ
ばと思います。

I N T E R V I E W 　

桐村 琢生さん

東舞鶴高校 進路指導部

高
等
教
育
機
関
等
へ
の
働
き
掛
け

Ｕ
タ
ー
ン
を
支
援

働
き
た
い
ま
ち
舞
鶴
へ

▲高校生が企業に触れるジョブエキスポ▲夏の就職フェアでは多数の企業が参加▲親身に話を聞くジョブサポート舞鶴

春の就職フェア
企業約 50 社が参加する春の就職フェアを
開催。参加無料。

【日時】３月 11 日㈯ 13 時～ 15 時 30 分
【場所】商工観光センター
【問い合わせ先】産業創造・雇用促
進課（☎ 66・1021）

※有効求人倍率…ハローワークに登録している求職者に対し、企業からの求人数の割合を示す経済指標。
　　　　　　　　この値が1.00より大きければ求職者より求人数が多いことを意味する3 22023広報まいづる 2月号
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舞
鶴
の
救
急
医
療 

舞
鶴
市
の
救
急
医
療
体
制

舞
鶴
市
で
は
、舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、舞
鶴
共
済
病
院
、舞
鶴
赤

十
字
病
院
の
公
的
３
病
院
で
、24

時
間
３
６
５
日
の
診
療
体
制
が

と
ら
れ
、平
日
の
夜
間
な
ど
診
療

時
間
外
も
救
急
患
者
が
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
曜
日
や
祝
日
な
ど
休
日
の

医
療
体
制

休
日
は
、公
的
3
病
院
が
輪
番

で
救
急
を
受
け
入
れ
、診
療
で
き

る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。他
の

患
者
の
対
応
中
や
処
置
が
困
難
な

ど
、状
況
に
よ
っ
て
は
診
療
で
き

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、そ

の
場
合
は
、市
内
の
他
の
医
療
機

関
や
近
隣
市
町
の
医
療
機
関
な

ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、身
近
な
診
療
所
が
休
み

の
日
曜
日
は
、医
師
会
や
薬
剤
師

会
の
協
力
で
内
科
の
比
較
的
症

状
の
軽
い
人
を
対
象
に
応
急
的

な
診
療
を
行
う
舞
鶴
市
休
日
急

病
診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

休
日
の
公
的
３
病
院
と
休
日
急

病
診
療
所
の
患
者
数
は
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
受
診
控
え
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
期
が
な
か
っ
た

影
響
も
あ
り
、令
和
2
・
３
年
度

は
減
少
し
て
い
ま
す
。令
和
４
年

度
の
休
日
急
病
診
療
所
の
患
者

数
は
、市
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
が
急
増
し
、12
月
末

時
点
で
昨
年
度
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

救
急
患
者
の
搬
送
先

救
急
患
者
の
搬
送
先
は
、症
状

や
容
体
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。現
場
か
ら
近
い
医
療
機

関
や
か
か
り
つ
け
な
ど
も
考
慮

し
て
、基
本
的
に
は
市
内
の
医
療

機
関
へ
搬
送
し
ま
す
。救
急
搬
送

の
市
内
収
容
率（
救
急
車
で
市
内

の
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
る
割

合
）は
、令
和
４
年
は
近
隣
市
の

市
内
収
容
率
の
平
均
90
・
２
㌫

に
対
し
、本
市
は
96
・
４
㌫
で
あ

り
、高
い
収
容
率
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

市
外
へ
の
搬
送

舞
鶴
市
の
令
和
4
年
1
月
か

ら
12
月
ま
で
の
救
急
搬
送
人
員

は
３
，７
８
９
人
で
し
た
。ほ
と

ん
ど
の
人
は
市
内
の
医
療
機
関

に
収
容
さ
れ
て
い
ま
す
が
、一
定

の
診
察
・
治
療
の
後
に
、症
状
が

安
定
し
た
状
態
で
市
外
の
医
療

機
関
へ
転
院
搬
送（
※
）さ
れ
る

ケ
ー
ス
と
、市
内
の
医
療
機
関
を

介
さ
ず
、直
接
市
外
の
医
療
機
関

へ
搬
送
す
る
直
接
搬
送
が
あ
り
ま

す
。令
和
４
年
の
場
合
、市
外
搬

送
さ
れ
た
人
の
う
ち
、転
院
搬
送

が
94
人
、直
接
搬
送
が
42
人
で
し

た
。直

接
搬
送
42
人
の
う
ち
、軽
症

が
15
人
、中
等
症
が
16
人
、重
症

が
11
人
で
し
た
。
重
症
の
う
ち

１
人
は
、末
期
が
ん
の
患
者
で
あ

り
、在
宅
で
療
養
し
て
い
た
と
こ

ろ
病
状
が
悪
化
し
、市
外
の
か
か

り
つ
け
の
病
院
に
直
接
搬
送
さ

れ
ま
し
た
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
…
搬
送
元
の
医
療
機
関
の
医
師

か
看
護
師
が
同
乗
し
、搬
送

中
の
病
状
管
理
を
行
い
な
が

ら
、他
の
医
療
機
関
へ
搬
送

す
る
こ
と

直
接
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス

か
か
り
つ
け
医
が
市
外
の
医

療
機
関
で
あ
る
ほ
か
、市
内
の
医

療
機
関
で
当
直
医
が
専
門
外
や

手
術
中
、ベ
ッ
ド
が
満
床
な
ど
の

理
由
で
あ
り
、患
者
本
人
や
家
族

の
理
解
を
得
た
う
え
で
搬
送
さ

れ
ま
す
。

市
外
か
ら
舞
鶴
市
の
医
療
機

関
へ
救
急
搬
送

令
和
４
年
1
月
～
12
月
に
、近

隣
市
町
の
救
急
隊
か
ら
舞
鶴
市

内
の
医
療
機
関
へ
救
急
搬
送
さ

れ
た
人
は
２
９
２
人
。舞
鶴
市
か

ら
市
外
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ

た
人
は
１
３
６
人
で
あ
り
、市
外

か
ら
の
救
急
搬
送
の
受
け
入
れ

人
数
の
方
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

市
外
か
ら
の
救
急
搬
送
は
、府

北
部
か
ら
だ
け
で
な
く
、福
井
県

か
ら
の
搬
送
も
あ
り
、救
急
医
療

は
管
轄
す
る
エ
リ
ア
を
越
え
て

近
隣
市
町
で
連
携
を
と
り
な
が

ら
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
で
判
断
に
迷
っ
た
ら　

「
＃
７
１
１
９
」

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
時
、

救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
良
い
か
、

今
す
ぐ
病
院
に
行
っ
た
方
が
良

い
か
な
ど
、判
断
に
迷
っ
た
時
は

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
き
ょ
う
と　

（
＃
７
１
１
９
）」へ
電
話
を
し
て

く
だ
さ
い
。24
時
間
、３
６
５
日

（
年
中
無
休
）で
、ど
の
年
齢
で
も

対
応
可
能
で
す
。電
話
口
で
看
護

師
な
ど
の
専
門
家
が
救
急
相
談

に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
か
ら
緊
急
性
が
高

い
と
判
断
し
た
場
合
は
、迅
速
に

救
急
出
動
へ
つ
な
ぎ
、緊
急
性
が

高
く
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

受
診
可
能
な
医
療
機
関
や
受
診

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し「
呼
吸
し
て
い
な
い
」

「
意
識
が
な
い
」「
大
量
に
出
血
し

て
い
る
」な
ど
、緊
急
と
思
っ
た

時
は
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
で

救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

近
隣
市
町
で
連
携
す
る
医
療

体
制
は
一
般
診
療
も

一
般
の
診
療
で
も
府
北
部
地

域
で
連
携
し
た
医
療
体
制
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
刻
を
争
い
、か
つ
専
門
的
な

治
療
が
必
要
な
脳
疾
患
や
心
疾

患
、周
産
期
に
つ
い
て
は
市
内
医

療
機
関
で
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、

病
気
の
特
性
上
、急
激
な
変
化
が

少
な
い
血
液
疾
患
や
呼
吸
器
疾

患
な
ど
専
門
性
の
高
い
医
療
は
、

府
北
部
地
域
で
診
療
し
、患
者
の

病
状
や
容
体
に
合
わ
せ
た
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、近
隣
市

町
の
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い

ま
す
。

0
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度(12月末時点)

（単位:人）

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000
3,270

5,493
5,209

休日の公的3病院の患者数

0
H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度(12月末時点)

（単位:人）

200

400

600

800

293286

657
720

585

舞鶴市休日急病診療所の患者数

6,000

R3 R4

搬送人員 3,384 3,789

市外への搬送
転院搬送 59 94

直接搬送 21 42

救急搬送者数（1～12月）（人）

舞
鶴
市
の
救
急
医
療
は
市
内
の
医
療
機
関
で
対
応
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、近
隣
市
町
と

も
連
携
し
た
体
制
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
休
日
も
受
診
で
き
る
の
？
」「
救
急
医
療
っ
て
市
内
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
？
」な
ど
、

救
急
医
療
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。



医師の確保に向けた取り組み

市内の公的病院で勤務する医師を確保するため、医学生や
専門臨床研修医を対象に「舞鶴市地域医療確保奨学金」の貸与
を行っています。また、中学・高校生を対象にした医療体験イ
ベント「ミッション・イン・ホスピタル」を年１回開催し、医
師や看護師、薬剤師、放射線技師などに興味を持ってもらうこ
とで、医療職を目指す学生が増えるように取り組んでいます。

地
方
で
は
、急
速
に
進
む
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ
た
社
会

課
題
が
あ
り
ま
す
。平
成
30
年
4

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
専
門

医
制
度
の
創
設
で
、こ
れ
ま
で
以

上
に
医
療
の
専
門
化
や
細
分
化
が

進
み
、全
国
的
に
医
師
不
足
や
診

療
科
の
偏
在
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、医
師
の
働
き
方
改
革
の

推
進
も
あ
り
、特
に
地
方
都
市
で

は
、ひ
と
つ
の
地
域
で
全
て
の
診

療
科
の
医
師
を
確
保
し
、医
療
体

制
を
整
え
る
こ
と
は
困
難
な
時
代

へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、舞
鶴
共
済
病
院
、舞
鶴
赤

十
字
病
院
、舞
鶴
市
民
病
院
の
市

内
公
的
４
病
院
の
令
和
4
年
度
の

常
勤
医
師
総
数
は
93
人
で
、平
成

30
年
度
と
比
較
し
て
５
人
減
少
。

常
勤
医
師
が
少
な
い
診
療
科
で
は
、

医
療
機
関
に
よ
る
非
常
勤
医
師
の

確
保
や
病
院
間
で
医
師
の
派
遣
が

行
わ
れ
る
な
ど
、診
療
体
制
は
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、麻

酔
診
療
で
は
、麻
酔
科
医
師
の
不

足
が
市
内
の
医
療
体
制
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
判
断
し
、医
師
確
保
に

つ
い
て
市
か
ら
も
京
都
府
や
府
立

医
科
大
学
に
要
望
し「
舞
鶴
地
域

麻
酔
診
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
、市
が
委
嘱
し
た
麻
酔
科
医

を
公
的
３
病
院
に
派
遣
で
き
る
新

た
な
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

ま
た
、二
次
医
療
圏（
※
）に
と

ら
わ
れ
ず
府
内
一
円
で
体
制
整
備

が
求
め
ら
れ
る
、緊
急
性
と
専
門

性
の
高
い
治
療
が
必
要
な
脳
血
管

疾
患
、心
疾
患
、ハ
イ
リ
ス
ク
分

娩
な
ど
は
、市
内
の
公
的
３
病
院

で
診
療
機
能
が
確
保
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
医
療
体
制
を
充
実
・

強
化
す
る
た
め
、病
棟
な
ど
の
施

設
整
備
を
は
じ
め
、M
R
I
や

C
T
、傷
口
が
小
さ
く
患
者
へ
の

負
担
が
少
な
い
内
視
鏡
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
ビ
ン
チ
」等
、高
度

医
療
機
器
の
導
入
が
行
わ
れ
る
な

ど
、こ
れ
ま
で
多
く
の
助
成
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
電
子
カ
ル

テ
な
ど
の
患
者
情
報
を
病
院
間
で

共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
が
令
和
３
年

度
に
公
的
３
病
院
で
導
入
さ
れ
る

な
ど
、連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。

舞
鶴
市
の
医
療
体
制
は
、京
都

府
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基

づ
き「
選
択
と
集
中
、分
担
と
連

携
」を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、市

内
の
公
的
4
病
院
に
分
散
し
て

い
た
診
療
機
能
や
資
源
を
選
択

し
集
中
す
る
こ
と
で
、診
療
機
能

の
セ
ン
タ
ー
化
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。特
長
的
な
診
療
機
能
と
し
て
、

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、脳
血
管

疾
患
に
対
応
す
る「
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
」と
ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
に
対

応
す
る「
周
産
期
母
子
医
療
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
」、京
都
府
北
部
唯
一
の

新
生
児
集
中
治
療
室（
N
I
C
U
）

が
あ
る
小
児
科
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
舞
鶴
共
済
病
院
は
、

心
疾
患
に
対
応
す
る「
循
環
器
セ

ン
タ
ー
」と
ダ
ビ
ン
チ
に
よ
る
手

術
を
行
う
泌
尿
器
科
診
療
な
ど
を

行
い
、舞
鶴
赤
十
字
病
院
は「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
回
復
期
病
床
の
確
保
と
整

形
外
科
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
民
病
院
は
、慢
性
期
医
療

を
担
う
医
療
療
養
型
病
院
と
し

て
、西
地
区
に
移
転
・
整
備
し
て

い
ま
す
。今
後
も
こ
れ
ら
の
特
長

的
な
診
療
機
能
を
さ
ら
に
充
実
さ

（左、右）「ダビンチ」を使用した手術（舞鶴共済病院提供）

せ
、市
内
の
病
院
間
や
市
外
の
医

療
機
関
と
も
連
携
し
、必
要
に
応

じ
て
市
も
京
都
府
や
府
立
医
科
大

学
へ
要
望
を
行
い
、医
師
確
保
に

努
め
な
が
ら
、緊
急
性
や
専
門
性

の
高
い
地
域
医
療
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

※
…
救
急
医
療
を
含
む
一
般
的
な
入

院
治
療
が
完
結
す
る
よ
う
整
備

さ
れ
た
区
域
で
、複
数
の
市
町

村
で
構
成
さ
れ
る
。舞
鶴
市
は
、

福
知
山
市
と
綾
部
市
の
３
市
か

ら
な
る「
中
丹
医
療
圏
」

舞
鶴
の
地
域
医
療
体
制

舞
鶴
医
療
セ
ン
タ
ー

舞
鶴
赤
十
字
病
院

● リハビリテーションセンター  
● 整形外科診療

● 脳卒中センター
● 周産期母子医療サブセンター
● 小児科診察

● 慢性期医療を担う
  医療療養型病院

● 循環器センター
● 泌尿器科診察

舞
鶴
共
済
病
院

舞
鶴
市
民
病
院

公的4病院を
1つの総合病院として考える

選択と集中、
分担と連携
選択と集中、
分担と連携

心臓マッサージの体験

超音波検査体験

●

MRI検査機器の説明を受ける様子

7 62023広報まいづる 2月号
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①
人
生
を
振
り
返
る

　
こ
れ
ま
で
の
人
生
や
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

②
書
い
て
み
る

　
す
べ
て
の
項
目
を
記
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書
き
や

す
い
と
こ
ろ
か
ら
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

③
ノ
ー
ト
を
も
と
に
話
し
合
う

　
ノ
ー
ト
に
書
い
た
こ
と
を
も

と
に
、
大
切
な
人
に
あ
な
た
の

希
望
や
想
い
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ノ
ー
ト
の
置
き
場
所
も
伝
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

※
気
持
ち
に
変
化
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
い
つ
で
も
、
何
度

で
も
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
　

　
　

ノ
ー
ト
に
は
希
望
す
る
ケ
ア
や

医
療
に
つ
い
て
書
き
留
め
て
お
け

ま
す
。急
な
病
気
や
事
故
な
ど
で
、

延
命
治
療
な
ど
に
対
す
る
意
思
表

示
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た

と
き
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
が

あ
な
た
に
代
わ
っ
て
意
思
決
定
を

す
る
際
の
手
助
け
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
課
、
西
支
所
、

各
公
民
館
、
東
・
西
図
書
館
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

老
い
支
度
マ
ス
タ
ー
と
一
緒

に
お
住
ま
い
の
地
域
に
出
向
き

ま
す
。
詳
し
く
は
高
齢
者
支
援

課
（
☎
66
・
１
０
１
８
）
へ
。

あ
な
た
の
大
切
な
想
い
を

「
ま
い
づ
る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」
に

大
切
な
人
と
話
し
合
う
き
っ

か
け
に 特集　

想
お も

いを託す

「
ま
い
づ
る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」

の
使
い
方

「
ま
い
づ
る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」

の
配
布
場
所

「
も
し
も
」の
と
き
の
た
め
に

出
前
講
座
も
実
施
中

　「老い支度マスター」の皆さんは、老い支度の重要性や老い
支度ノートの記入方法について学び、市民にそれを伝えるた
めに活動されています（市内では、34人の市民が老い支度マ
スターとして活動中）。昨年 12月に開催した「老い支度マス
ターフォローアップ研修」では、老い支度の必要性を再確認し、
今後のさらなる活動に向けて話し合いました。

老い支度の伝道師「老い支度マスター」

【特集】 想いを託す

【
日
時
】
３
月
３
日
㈮
14
時
～
16
時

【
場
所
】
西
図
書
館

【
内
容
】
❖
第
１
部
…
「
ま
い
づ

る
老
い
支
度
ノ
ー
ト
」
の
活
用
法

❖
第
２
部
…
法
務
局
遺
言
書
保

管
官
に
よ
る
「
自
筆
証
書
遺
言

書
保
管
制
度
」
に
つ
い
て

【
定
員
】
先
着
20
人

【
申
し
込
み
方
法
】
事
前
に

電
話
で
西
図
書
館
（
☎
75
・

５
４
０
６
）
へ
。

▪
終
活
教
室
〈
老
い
支
度
・
遺

言
を
考
え
よ
う
〉 ノートの内容

・自分自身のこと
・これまでの生き方（自分史）
・介護や医療についての
   希望（事前指示書）

あなたの大切な人と自分の希望する人生を話す
きっかけづくりとしてこのノートを活用しましょう

急
な
病
気
に
な
っ
た
時
、
認

知
症
に
な
っ
た
時
、
あ
な
た
は

ど
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
た
い

で
す
か
？
周
り
の
人
に
ど
の
よ

う
に
接
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
で
す
か
？

元
気
な
と
き
か
ら
大
切
な
人
へ

想
い
を
伝
え
、
自
分
の
希
望
す
る

人
生
を
歩
む
た
め
の
老
い
支
度

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
あ
な
た
の
こ
れ
ま

で
の
人
生
や
希
望
す
る
ケ
ア
・

医
療
に
つ
い
て
、
家
族
や
周
り

の
人
た
ち
と
話
し
合
う
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
「
ま
い
づ
る
老

い
支
度
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
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当
施
設
は
認
知
症
対
応
型
の
施
設
で
、

比
較
的
介
護
度
の
高
い
人
が
入
所
さ
れ
ま

す
。
認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
に
は
、

入
所
者
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
入

所
者
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
正
確
な
情
報

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
情
報
は
家
族

へ
の
聞
き
取
り
で
得
て
い
ま
す
が
、
聞
き

取
り
は
時
間
が
か
か
る
う
え
、
家
族
で
も

実
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
も
し
老
い
支
度
ノ
ー
ト
に

記
入
さ
れ
て
い
れ
ば
、
本
人
の
好
ま
れ
る

こ
と
を
中
心
に
ス
ム
ー
ズ
な
ケ
ア
に
取
り

組
め
ま
す
。
い
ろ
ん
な
情
報
を
持
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
の
で
、
よ

り
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
環
境

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
の
負
担

軽
減
に
も
な
り
ま
す
し
、
他
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
る
場
合
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
ま
す
。

以
前
、
病
院
か
ら
す
ご
く
不
安
定
な
状

態
で
施
設
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
人
が
い

が
多
く
な
り
ま
す
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と

が
増
え
ま
す
。
で
も
感
情
だ
け
は
最
期
ま

で
残
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
に
入

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
ノ
ー
ト
に
少
し
で

も
自
分
の
こ
と
を
書
い
て
お
け
ば
良
い
こ

と
が
あ
る
。
例
え
ば
パ
ジ
ャ
マ
一
つ
買
っ

て
き
て
も
ら
う
こ
と
で
も
、
赤
が
好
き
と

書
い
て
お
け
ば
自
分
の
好
き
な
赤
い
パ

ジ
ャ
マ
を
買
っ
て
き
て
も
ら
え
る
と
う
れ

し
い
。
だ
か
ら
「
そ
の
た
め
に
書
い
て
お

く
ん
や
で
」
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ノ
ー
ト
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
は

ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
。
知
ら
な
い
人
に
は

ま
ず
手
に
取
っ
て
み
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

両
親
は
若
く
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
も
し

も
何
か
あ
っ
た
と
き
に
は
こ
う
し
て
ね
、
と
小

さ
い
頃
か
ら
普
段
の
生
活
の
中
で
も
話
し
て
く

れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
そ
の
時
を
迎
え
る

と
、
紙
に
書
い
て
残
し
て
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

両
親
の
こ
と
な
の
で
、
ど
こ
か
に
残
し
て
く
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
両
親
の
思
い
や
親

戚
関
係
、
何
か
あ
っ
た
時
の
連
絡
先
な
ど
１
冊

に
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
な
く
、
い
ま
だ
に
全
て

を
見
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
確

認
し
た
い
時
に
情
報
が
手
に
入
ら
な
く
て
、
老

い
支
度
ノ
ー
ト
み
た
い
に
１
冊
に
簡
単
に
ま
と

ま
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
の
時
私
も
い
ろ
い

ろ
と
迷
わ
な
か
っ
た
の
に
な
と
思
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
に
は
「
人
生
の
最
終
段
階
に
備
え
た

わ
た
し
の
思
い
（
事
前
指
示
書
）」
が
あ
り
ま

す
。
最
期
の
時
は
緊
急
に
迫
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
家
族
に
と
っ
て
も
と
て
も
大
切
な
項
目
で

す
。
私
も
母
が
危
険
な
状
態
に
な
っ
た
時
に
医

療
的
行
為
を
行
う
か
な
ど
の
決
断
に
迫
ら
れ
ま

し
た
。
確
か
こ
う
言
っ
て
い
た
よ
ね
、
と
い
う

不
確
か
な
情
報
し
か
な
く
、
そ
の
情
報
を
頼
り

に
判
断
し
ま
し
た
。
後
悔
が
全
く
な
い
看
取
り

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人
の
想
い
を

知
っ
て
お
く
こ
と
で
そ
の
後
悔
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

両
親
も
自
分
達
が
若
く
に
亡
く
な
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
元
気
だ
か

ら
大
丈
夫
と
後
回
し
に
し
が
ち
な
こ
と
で
す
が
、

自
分
ら
し
く
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
遺

さ
れ
る
家
族
も
悔
い
な
く
看
取
れ
る
よ
う
に
、

老
い
支
度
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
形
と
し
て
残
す
こ

と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

ま
し
た
。
一
日
中
体
が
痛
い
、
し
ん
ど

い
、
と
叫
ば
れ
る
よ
う
な
状
態
で
し
た

が
、
若
い
頃
は
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
が
好

き
だ
っ
た
と
の
情
報
を
得
て
、
ほ
ど
ほ

ど
の
大
き
さ
の
パ
ズ
ル
に
挑
戦
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
す
ご
く
集
中
し
て
パ

ズ
ル
を
さ
れ
、
状
態
が
落
ち
着
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
な
っ
て

も
、
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
持
っ
て
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

老
い
支
度
ノ
ー
ト
を
記
入
し
て
お
く
こ

と
が
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
喜
び
や

や
り
が
い
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
ケ
ア
に

つ
な
が
る
よ
う
、
ぜ
ひ
老
い
支
度
ノ
ー

ト
に
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
と
、
本
当
に

死
に
際
と
い
う
感
じ
に
聞
こ
え
て
し
ま
い

ま
す
が
「
老
い
支
度
」
と
い
う
と
柔
ら
か

く
、
準
備
と
い
う
感
じ
で
す
ご
く
入
り
や

す
い
と
思
い
ま
し
た
。
実
際
に
老
い
支
度

ノ
ー
ト
に
記
入
し
よ
う
と
手
に
取
っ
た
時

は
難
し
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
開
い
て
み

る
と
自
分
の
生
い
立
ち
や
好
き
な
こ
と
な

ど
は
特
に
書
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
私
は

最
期
の
時
用
の
物
を
一
式
揃
え
て
準
備
し

て
あ
り
、
老
い
支
度
ノ
ー
ト
も
そ
こ
に
入

れ
て
あ
り
ま
す
。
自
分
の
書
き
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
書
く
の
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

私
が
こ
の
ノ
ー
ト
を
紹
介
す
る
時
は

「
最
期
の
時
の
た
め
に
遺
言
を
残
す
よ
う

な
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
ん
や
で
」
と

話
し
ま
す
。
元
気
な
う
ち
に
書
い
て
お
い

て
、病
気
で
寝
込
ん
だ
り
、認
知
症
に
な
っ

た
時
の
た
め
に
「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
た
め
に
書
く
ん
や
で
」
と
強

調
し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み

ん
な
年
を
取
る
と
多
少
な
り
と
も
物
忘
れ

森川 靖彦さん

グループホームさくらプラザ管理者

小野 範子さん

まいづるダブルケアの会 
えくぼ ( ※ )

【特集】 想いを託す

ま
ず
は
手
に
取
っ
て
、
書
け
る
と
こ
ろ

か
ら
書
い
て
欲
し
い

最
期
を
迎
え
る
人
も
残
さ
れ

る
人
も
後
悔
の
な
い
よ
う
に

　それぞれの体験から語る　老い支度ノートのススメ

Interview

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に

※「育児」と「介護」を同時に担う
　ダブルケアラーへの支援を行う団体

書
き
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
に

情
報
が
ま
と
ま
っ
た
ノ
ー
ト
の
大
切
さ

後
悔
を
減
ら
せ
る
よ
う
に

入
所
者
の
正
確
な
情
報
で
よ
り
良
い
環
境
に

最
期
ま
で
喜
び
や
や
り
が
い
が
持
て
る
よ
う
に

西田 優子さん

老い支度マスター

形
に
残
す
こ
と
が
大
切
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�二十歳のつどい
令和5年舞鶴市二十歳のつどいが赤れんがパークで行

われました。対象となる825人のうち、584人が振り袖
やスーツ、羽織はかまなどに身を包んで出席しました。
式典では、多々見市長からの式辞のほか、二十歳を代表

した3人によるあいさつ、日星高校チアリーディング部
によるお祝いの演技などが披露され、二十歳の皆さんを祝
福しました。
式典終了後は、友人たちと笑顔で写真撮影するなど、久

しぶりの再会を喜んでいました。

�消防出初式
地域防災への意識向上と防火・防災の普及啓発を目的
に、消防出初式を実施しました。
式典では、長年にわたり消防団員として功績のあった
169人を表彰。式典終了後には、20消防団約600人が
分列行進を行い、一斉放水では、海上自衛隊第23航空
隊の救難消防車や海上保安部巡視艇による放水展示を約
1,600人が見学しました。

新春の風物詩
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固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋

の
ほ
か
、償
却
資
産（
事
業
用
資

産
）も
課
税
の
対
象
で
す
。
１
月

１
日
時
点
の
状
況
申
告
が
ま
だ

の
人
は
早
め
に
京
都
地
方
税
機

構
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、京
都
地
方
税
機
構

（
☎
０
７
５
・
４
１
４
・
４
５
０
３
）

へ
。　
　
　
　
　
　
　
《
税
務
課
》

　

令
和
４
年
度
の
歯
周
疾
患
検

診
は
２
月
28
日
㈫
ま
で
。受
診
し

て
い
な
い
人
は
、早
め
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。受
診
に
は
検
診

案
内
兼
受
診
券（
対
象
者
に
は
送

付
済
み
）、保
険
証
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】市
内
協
力
歯
科
医
療
機

関（
受
診
券
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
可
）

【
内
容
】歯
周
病
検
査
や
歯
科
一

般
検
査
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

【
対
象
】今
年
度
40
歳
・
50
歳
・

60
歳
・
70
歳
の
市
内
在
住
の
人

（
治
療
中
、総
入
れ
歯
の
人
は
対

暮
ら
し
の
情
報

象
外
）

【
料
金
】６
０
０
円（
70
歳
、生
活

保
護
、非
課
税
世
帯
、舞
鶴
市
国

保
加
入
者
は
無
料
）

【
申
し
込
み
方
法
】直
接
協
力
歯

科
医
療
機
関
へ
。

▼
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課 

（
☎
65
・
０
０
６
４
）へ
。

　
市
で
は
、75
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
、バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
・
京
都

丹
後
鉄
道
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
発

行
で
、右
上
記
載
の
ナ
ン
バ
ー
が

「
06
」「
６
」で
始
ま
る
チ
ケ
ッ
ト

の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
㈮
ま

で
で
す
。

　

手
元
の
チ
ケ
ッ
ト
を
確
認
し
、

期
限
ま
で
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
高
齢
者
支
援
課

（
☎
66
・
１
０
１
８
）へ
。

　

文
化
財
と
し
て
価
値
が
高
い

と
認
め
ら
れ
る
神
社
や
寺
院
、地

域
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
資
料
・

伝
統
行
事
の
保
全
活
動
は
、府
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
期
間
は
２
月
28
日
㈫
ま
で
。

市の人口と世帯数 人口  77,870 人（－ 155 人）　世帯  34,575 世帯（－ 62 世帯）

男  39,108 人（－ 84 人）　女  38,762 人（－ 71 人）※令和５年１月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

【
対
象
】❖
明
治
時
代
以
前
に
建
て

ら
れ
た
神
社
・
寺
院
な
ど
の
建
物

修
理
❖
明
治
時
代
以
前
の
仏
像
、

仏
画
・
ふ
す
ま
絵
な
ど
美
術
工
芸

品
の
保
存
や
そ
の
保
存
に
必
要
な

収
蔵
庫
の
整
備
❖
戦
前
か
ら
伝
承

さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
、伝
統
行

事
で
用
い
ら
れ
る
太
鼓
、屋
台
な

ど
の
修
理
や
衣
装
の
購
入 

な
ど

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎

66
・
１
０
１
９
）へ
。

　

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談

員
が
戦
没
者
遺
族
の
恩
給
や
給

付
金
・
弔
慰
金
の
受
給
、生
活
上

の
困
り
ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
東
・
中
・
大
浦
地
区
…
四
方

順
子
さ
ん（
☎
62
・
２
７
８
４
）

❖
西
・
加
佐
地
区
…
新
宮
正
義

さ
ん（
☎
76
・
６
２
２
０
）

　
　
　
　
　
　
　
《
福
祉
企
画
課
》

　

令
和
４
年
３
月
～
５
年
２
月

に
利
用
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
、所
得
区
分
ご
と
に
定

め
た
利
用
者
負
担
の
上
限
月
額

の
超
過
分
を
支
給
し
ま
す
の
で

対
象
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
移

行
し
た
人
の
利
用
者
負
担
の
軽

減
も
あ
り
ま
す
。

▪
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費

【
内
容
】利
用
者
負
担
額（
月
額
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
償

還
さ
れ
た
費
用
や
食
・
光
熱
水

費
な
ど
は
除
く
）の
合
計
が
、３

７
，２
０
０
円
を
超
え
た
分（
た

だ
し
、児
童
の
場
合
は
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
最
も
負
担
上

限
月
額
の
高
い
額
を
超
え
た
分
）

【
対
象
の
世
帯
】
❖
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス（
介
護
給
付
・
訓
練

等
給
付
）や
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
児
童
通
所
支
援（
児
童
発
達
支

援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、

障
害
児
施
設
を
利
用
す
る
人
が

い
る
❖
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

補
装
具
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
併
せ

て
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る（
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
額

が
０
円
の
人
は
対
象
外
）❖
特
定

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
５
年

以
上
利
用
し
た
人
が
65
歳
に
な

り
、そ
れ
と
同
等
の
介
護
保
険
制

度
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る

▪
重
複
利
用
者
へ
の
支
給

【
内
容
】次
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
同
じ
月
に
重
複
し
て
利
用

し
、そ
の
利
用
者
負
担
額（
月
額
）

の
合
計
が
、府
・
市
の
定
め
る
上

限
月
額
を
超
え
た
分（
左
表
）

【
対
象
の
サ
ー
ビ
ス
】❖
在
宅
生
活

者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
❖
自
立

支
援
医
療（
更
生
医
療
・
育
成
医

療
・
精
神
通
院
医
療
）❖
補
装
具

《
共
通
》【
申
請
方
法
】口
座
振
込

に
必
要
な
も
の（
印
鑑
、通
帳
な

ど
）と
領
収
書
を
持
参
し
、３
月

15
日
㈬
ま
で
に
障
害
福
祉
・
国

民
年
金
課（
☎
66
・
１
０
３
３
、

ＦＡＸ
62
・
７
９
５
７
）か
子
ど
も

支
援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
、ＦＡＸ

62
・
７
９
５
７
）へ
。

歯
周
疾
患
検
診
の
受
診
期
限

は
今
月
末

　

ご
み
の
分
別
方
法
・
処
分
方

法
や
不
燃
ご
み
の
収
集
日
程
な

ど
を
中
心
に
掲
載
し
た
、令
和
５

年
度
版「
舞
鶴
市
ご
み
分
別
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
」（
A
４
判
、32
㌻
）を

３
月
１
日
㈬
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
版
か
ら
は
、配
布

方
法
を
新
聞
折
り
込
み
か
ら
全
戸

配
布（
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）へ
変
更
し
、

３
月
末
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎

66
・
1
0
0
5
）へ
。

　
市
で
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
役
割
を
持
っ
て
生
き
生

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
て「
舞
鶴
市
第
５
期

地
域
福
祉
計
画
」（
令
和
５
～
８

年
度
）の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、舞
鶴
市
地
域
福
祉

計
画（
案
）を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見
提
出

制
度
）に
基
づ
き
、意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】３
月
３
日
㈮
ま
で

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し「
舞
鶴

市
地
域
福
祉
計
画（
案
）に
対
す
る

意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
で
福
祉

企
画
課
へ
。
匿
名
、電
話
、口
頭
に

よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
計
画（
案
）の
公
表
場
所
】福
祉

企
画
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、各
公
民
館
、

ま
な
び
あ
む
、東
・
西
図
書
館
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、意
見

の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
☎

66
・
１
０
１
１
、
ＦＡＸ
62
・
７
９

５
７
）へ
。

　

市
で
は「
第
２
次
舞
鶴
市
教
育

振
興
大
綱
2
0
1
9
～
2
0
2
2
」

（
平
成
31
年
度
～
令
和
4
年
度
）に

基
づ
き
、教
育
行
政
を
推
進
し
て

い
ま
す
が
、計
画
期
間
が
令
和
５

年
３
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、教

育
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情

勢
な
ど
の
変
化
を
踏
ま
え
、新
た

な
教
育
振
興
大
綱
の
策
定
の
準

文
化
財
補
助
金
の
相
談
受
付

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出
を

令
和
３
年
度
発
行「
高
齢
者
外
出
支

援
事
業
チ
ケ
ッ
ト
」の
期
限
は
3
月
末

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
重
複

利
用
者
な
ど
の
負
担
を
軽
減

令
和
５
年
度
版「
ご
み
分
別

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」を
作
成

所得階層区分 月額
（上限）

生活保護世帯 0円

市民税
非課税世帯

収入が年間80万円（障害基
礎年金２級相当）以下

7,500円障害基礎年金１級および特
別障害者手当のみ
上記以外 12,300円

市民税
課税世帯

市民税所得割16万円未満 18,600円
市民税所得割16万円以上 37,200円

重複利用者負担の上限月額

舞
鶴
市
地
域
福
祉
計
画（
案
）

に
ご
意
見
を

第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大

綱（
案
）に
ご
意
見
を

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、次
期
教
育
振
興
大

綱「
第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大

綱
」（
案
）を
と
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
手
続
き
制
度（
市
民
意
見
提
出

制
度
）に
基
づ
き
、意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】２
月
21
日
㈫
ま
で

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し

「
第
３
次
舞
鶴
市
教
育
振
興
大
綱

（
案
）に
関
す
る
意
見
」と
明
記
し
、

郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー

ム（
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

可
）で
教
育
総
務
課
へ
。匿
名
、電

話
、
口
頭
に
よ
る
意
見

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
大
綱（
案
）の
公
表
場
所
】教
育

総
務
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、加
佐
分
室
、各
公
民
館
、

ま
な
び
あ
む
、東
・
西
図
書
館
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、意
見

の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、教
育
総
務
課（
☎
66
・

１
０
７
０
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
７
）へ
。

　

市
で
は「
舞
鶴
市
文
化
振
興
基

本
計
画
」に
基
づ
き
、文
化
の
振

興
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
が
、計
画
期
間
が
令
和
５
年
３

月
末
で
終
了
す
る
た
め
、さ
ら
な

る
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
取
り
組

む
本
市
の
文
化
振
興
の
方
向
性
を

示
す
次
期
文
化
振
興
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、第
２
次
文
化
振
興

基
本
計
画（
案
）を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
手
続
制
度（
市
民
意
見

提
出
制
度
）に
基
づ
き
、意
見
を

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】２
月
20
日
㈪
ま
で

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
載
し

「
文
化
振
興
基
本
計
画（
案
）に
関

す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵
送
か

持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム（
左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）で
文
化
振

興
課
へ
。匿
名
、電
話
、口
頭
に
よ

る
意
見
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

【
計
画（
案
）の
公
表
場
所
】文
化

振
興
課
、総
合
文
化
会
館
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐

分
室
、各
公
民
館
、ま
な
び
あ
む
、

東
・
西
図
書
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し

て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
、意
見

の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す（
氏

名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、文
化
振
興
課（
☎

66
・
１
０
１
９
、
ＦＡＸ
62
・
９
８

９
１
）へ
。

　

引
揚
記
念
館
内
の
喫
茶
・
売

店
コ
ー
ナ
ー
で
の
営
業
店
舗（
１

店
舗
）の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
や
応
募
申
込
要
領
な

ど
は
、引
揚
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。
下
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

【
施
設
見
学
】２
月
12
日
㈰
ま
で

【
募
集
期
間
】2
月
19
日
㈰
17
時

ま
で

【
出
店
者
決
定
】２
月
下
旬

【
出
店
準
備
期
間
】３
月
１
日
㈬
～

31
日
㈮（
現
使
用
団
体
と
要
調
整
）

【
営
業
開
始
予
定
】４
月
１
日
㈯

か
ら

▼
詳
し
く
は
、引
揚
記
念
館（
☎

68
・
０
８
３
６
）へ
。

舞
鶴
市
文
化
振
興
基
本
計
画

（
案
）に
ご
意
見
を

引
揚
記
念
館
内
喫
茶
・
売
店

コ
ー
ナ
ー
営
業
店
舗
募
集

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
相
談
を
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市
議
会
の
令
和
４
年
12
月
定
例

会
が
令
和
４
年
12
月
５
日
に
開

会
。
令
和
４
年
度
補
正
予
算
や
条

例
な
ど
市
長
提
案
の
17
議
案
を
審

議
。
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
、12
月
27
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
。

▪
補
正
予
算

【
一
般
会
計
】❖
第
6
号
…
２
億
９
，

３
９
７
万
円
の
増
額
❖
第
７
号
…

３
，７
７
６
万
円
の
増
額
❖
第
８

号
…
７
，２
２
０
万
円
の
増
額
。こ

の
結
果
、予
算
総
額
は
、３
９
４
億

３
，６
１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
特
別
会
計
】❖
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
会
計（
第
１
号
）…
３
５

９
万
円
の
増
額
。
こ
の
結
果
、予

算
総
額
は
、14
億
７
，５
２
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

▪
条
例

❖
舞
鶴
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
職

員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

❖
舞
鶴
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

基
金
条
例
❖
舞
鶴
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
❖
舞
鶴
市
の
市

長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す

る
条
例
及
び
舞
鶴
市
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▪
人
事

❖
監
査
委
員
の
選
任
…
川
口

孝
文
氏
❖
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
…
小
谷

眞
知
子
氏
、阪
本
清
一
郎
氏
❖
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…

川
尻
治
彦
氏

▪
そ
の
他

❖
訴
え
の
提
起（
境
界
確
定
等
請

求
事
件
）

❖
指
定
管
理
者
の
指
定

・
舞
鶴
市
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
…
社
会
福
祉
法
人
大
樹

会（
５
年
間
）

・
舞
鶴
市
加
佐
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
…
社
会
福
祉
法
人
成

光
苑（
５
年
間
）

・
舞
鶴
市
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
…
社
会
福
祉
法
人
安
寿

会（
５
年
間
）

❖
市
道
路
線
の
認
定（
田
中
町
地

区
）、変
更（
下
東
地
区
ほ
か
７
地
区
）

及
び
廃
止（
下
東
地
区
ほ
か
２
地
区
）

▪
詳
細
情
報
を
公
開
中

　

市
議
会
定
例
会
に
関
す
る
資

料
・
情
報
は
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
本
庁
1
階
）で
公

開
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。左

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
総
務
課

（
☎
66
・
１
０
４
４
）へ
。

【
日
時
】２
月
16
日
㈭
14
時
30
分

か
ら

【
場
所
】市
役
所
本
館

【
内
容
】❖
舞
鶴
都
市
計
画
公
園
の

変
更
❖
舞
鶴
市
区
域
区
分
の
変
更

（
上
安
地
区
）…
市
街
化
区
域
か
ら
市

街
化
調
整
区
域
に
変
更（
案
）を
京
都

府
へ
案
の
申
し
出
を
行
う
諮
問

▼
詳
し
く
は
、都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

　

Ｊジ
ェ
イ‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
全
国
一

斉
の「
緊
急
情
報（
国
民
保
護
）伝

達
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
】２
月
15
日
㈬
11
時
ご
ろ

【
内
容
】❖
防
災
行
政
無
線
、自
動

起
動
ラ
ジ
オ
…
試
験
放
送
を
一

斉
に
放
送
❖
ま
い
づ
る
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
…
試
験
メ
ー
ル

を
一
斉
に
配
信

※
気
象
状
況
な
ど
で
訓
練
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▪
避
難
行
動
の
確
認
を

　
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
で
は
、弾
道

ミ
サ
イ
ル
情
報
や
航
空
攻
撃
情

報
な
ど
国
民
保
護
に
関
す
る
情

報
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。試
験
放
送

を
き
っ
か
け
に
、今
い
る
場
所
で

次
の
行
動
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❖
屋
外
に
い
る
人
は
、近
く
の
堅

ろ
う
な
建
物
に
避
難
。
建
物
が
な

い
場
合
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
な
ど

物
陰
に
身
を
隠
す
、地
面
に
伏
せ

て
頭
部
を
守
る
❖
屋
内
に
い
る
人

は
窓
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
る
か

窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
す
る 

な
ど

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災

課（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

市
議
会　
月
定
例
会

　
議
案
を
可
決
・
同
意

Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

11月27日、PAZに準じる地域の成生地区の
ほか、三浜地区、小橋地区、三笠小学校で、京都
府原子力総合防災訓練を実施しました。

今年度は、各自治会をはじめ、東・西大浦消
防団、舞鶴警察署など、約250人が参加。成生
では、津波との複合災害を想定し、防災行政無
線や自動起動ラジオによる情報伝達の後、高
台への避難訓練を実施。続いて、高浜発電所の
事故進展に伴う要配慮者の避難訓練と田井原
子力防災センターの放射線防護対策設備稼働
訓練を実施しました。三浜・小橋では、津波避
難訓練の後、屋内退避訓練を行いました。

また、3年ぶりとなる住民参加による避難訓
練を実施した三笠小学校では、検温から安定
ヨウ素剤の配布、避難用のバス乗車までの流
れを確認しました。

今後も実効性のある訓練を引き続き実施し、
地域住民の安全を確保していきます。　　　
　　　　　　　　　　　　《危機管理・防災課》

原子力総合防災訓練

12

17

税
の
申
告 

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

2月7日㈫
から

▪
市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

❖
所
得
税
…
２
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮

ま
で
受
け
付
け
。税
理
士
の
申
告
相
談

も
同
時
実
施
。

※
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売
却

し
た
所
得
、消
費
税
、贈
与
税
や
相

続
税
の
相
談
は
除
く

❖
市
・
府
民
税
…
2
月
16
日
㈭
～
3

月
15
日
㈬（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除

く
）に
受
け
付
け
。

※
西
支
所
は
２
月
24
日
㈮
ま
で

▪
市
・
府
民
税
申
告
書
の
送
付

　
昨
年
、市
・
府
民
税
の
申
告
書
を
提

出
し
た
人
に
は
、２
月
10
日
ご
ろ
に
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
。届
か
な
い
人
や

新
た
に
申
告
が
必
要
な
人
は
、税
務
課

（
☎
66
・
１
０
２
６
）へ
連
絡
を
。

▪
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
公
的
年
金
の
収
入
金
額
が
年
間
４

０
０
万
円
以
下
で
、か
つ
、そ
の
他
の

所
得
が
年
間
20
万
円
以
下
の
人
は
、所

得
税
の
確
定
申
告
は
不
要
で
す（
還
付

を
受
け
る
場
合
な
ど
は
確
定
申
告
が

必
要
）。

　
た
だ
し
、次
の
人
は「
市
・
府
民
税

申
告
書
」を
市
役
所
へ
提
出
す
る
と
、

市
・
府
民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。控
除
の
申
告
漏
れ
が
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❖
市
・
府
民
税
が
減
額
に
な
る
人
…

市
・
府
民
税
が
課
税
さ
れ
、年
金
の
源

泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
社

会
保
険
料
控
除（
納
付
書
・
口
座
振
替

で
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
）、

医
療
費
控
除
、扶
養
控
除
な
ど
各
種
控

除
の
追
加
・
変
更
が
あ
る
人

※
所
得
・
控
除
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

控
除
を
申
告
さ
れ
て
も
税
額
が
変

わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

▪
市
・
府
民
税
申
告
書
へ
の
個
人
番

号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載

　

市
・
府
民
税
の
申
告
に
は
申
告
者

と
被
扶
養
者
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）の
記
載
が
必
要
で
す
。ま
た
、個

人
番
号
を
記
載
し
た
申
告
書
を
提
出

す
る
際
は
、申
告
者
の
本
人
確
認
と
番

号
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示
か
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

申 告 受 け 付 け の 日 程

受付会場 赤れんが4号棟
市役所本庁

（１階ロビー）
市役所西支所 舞鶴税務署

受付申告書 所得税 市・府民税 市・府民税 所得税・消費
税・贈与税

受付時間

9時30分～12時、 
13時～16時

（相談受付は15時
まで）

9時～16時 9時～16時 9時～16時

　
　
　
　
　
　
２
月

７日㈫     ●
～     ●

10日㈮     ●
16日㈭ ● ● ●
17日㈮ ● ● ●
20日㈪ ● ● ●
～ ● ● ●

22日㈬ ● ● ●
24日㈮ ● ● ●
27日㈪ ● ●

３
月

～ ● ●
３日㈮ ● ●
６日㈪ ● ●
～ ● ●

10日㈮ ● ●
13日㈪ ● ●
～ ● ●

15日㈬ ● ●

※① ②

※
申
告
の
相
談
・
受
け
付
け
は
●
印
の
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
実
施

　所得税などと市・府民税の申告受付日は異なり
ます。また「密」を避けるため、会場内や付近では待
機できないので注意してください（時間指定の整理
券を発行）。
▪所得税・消費税
　パソコンやスマホから国税庁ホームページ「確定
申告コーナー」（右コードからアクセス可）
を利用し、申告書を作成できます。
▶詳しくは、確定申告コールセンター（☎75・080
1）音声案内「0」へ。
▪市・府民税
　「郵送」での提出にご協力ください。また、スマホか
ら市役所本庁での申告相談の事前予約ができます。希
望者は右コードから申し込みを（定員あり）。
▶詳しくは、税務課（☎66・1026）へ。

会場の「密」を
避けるためのお願い

※①…入場整理券の事前予約（LINE、右コードからアクセス可）。２月16
日㈭～３月15日㈬の舞鶴税務署申告会場の事前予約もできます

※②…赤れんが４号棟では、土地・建物・株式の譲渡所得、消費税、贈与税や相続
税の相談は行っていません

※上記会場ではインボイス制度の登録申請に関する個別相談は行っていません。
３月16日㈭以降に開設する登録申請窓口（舞鶴税務署）を利用してください

申告相談会場では、
スマホ申告 を
推奨しています。
※申告書の控えはスマホに

データで保存されます
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略語の見方　時＝日時　　場＝場所・会場　　内＝内容　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要

▶田辺城資料館、ふるさと発見館（郷土資料館）／毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
▶総合文化会館、陶芸館／毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　▶文化公園体育館／第２木曜日　▶東体育館／第３木曜日
▶中公民館／第４月曜日　▶まなびあむ、西・南・加佐公民館、大浦・城南会館／毎週月曜日
▶東図書館／毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
▶西図書館／毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の
休館日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

催
し

郷
土
資
料
館
で「
舞
鶴
ふ
る
さ
と
発
見
」

時
２
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

内
お
経
を
土
中
に
埋
め
た
仏
教
遺
跡
の
一
種

で
あ
る
経
塚
に
つ
い
て
解
説

料
１
０
０
円（
学
生
50
円
、市
内
在
住
か
在
学

の
学
生
は
無
料
）

問
郷
土
資
料
館（
☎
75
・
８
８
３
６
）

絵
手
紙
展
～
春
が
来
る
～

時
２
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮
９
時
～
17
時（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

場
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
同
セ
ン
タ
ー（
☎
64
・
３
２
３
３
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
２
月
17
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
西
図
書
館

内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
２
月
22
日
㈬
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び

な
ど

対
０
～
２
歳
児

き
ょ
う
と
婚
活
応
援
セ
ン
タ
ー
北
部
ス

ポ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

時
３
月
５
日
㈰
12
時
～
17
時

場
西
駅
交
流
セ
ン
タ
ー

内
婚
活
相
談
や
出
会
い
の
場
の
提
供
、個
人

会
員
の
登
録
会
な
ど

申
２
月
10
日
㈮
～
28
日
㈫
に
電
話
で
き
ょ
う
と

婚
活
応
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７
５・２
２
２・１
１

５
８
）へ
。

父
子（
お
や
こ
）で
イ
ン
ド
ア
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
＠
ま
な
び
あ
む

時
３
月
11
日
㈯
16
時
～
12
日
㈰
10
時

場
ま
な
び
あ
む（
宿
泊
は
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
舞
鶴
）

内
父
親
と
一
緒
に
夕
食
づ
く
り
や
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
大
会
、卓
球
大
会
な
ど

対
市
内
在
住
の
３
～
18
歳
と
そ
の
父
親

定
５
組
か
ら（
多
数
の
場
合
抽
選
。５
組
未
満

の
場
合
は
中
止
）

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
３
月
４
日
㈯
11
時
～
11
時
15
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
３
歳
以
上

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

●
読
書
会

時
３
月
６
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
岩
城
け
い
著『
さ
よ
う
な
ら
、オ
レ
ン
ジ
』

保
育
士
就
業
サ
ポ
ー
ト
ア
ッ
プ
研
修
会

＆
個
別
相
談
会

時
２
月
26
日
㈰
12
時
50
分
～
15
時
45
分

場
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま（
福
知
山
市
）

内
現
役
保
育
士
に
よ
る
講
演
・
講
義
や
相
談

員
に
よ
る
個
別
相
談
会（
希
望
者
の
み
）な
ど

定
先
着
20
人

申

２
月
20
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
専
用
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
で
府
保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
０
７
５・２
５

２・６
３
３
３
）へ
。下
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
可
。

飯
田
一
枝「
ち
ぎ
り
絵
展
」

時
３
月
２
日
㈭
～
31
日
㈮
10
時
～
16
時

場
サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

問
同
サ
ロ
ン（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９

５
４
６
）

子
育
て
映
画「
マ
マ
を
や
め
て
も
い
い

で
す
か
!?
」上
映
会

時
３
月
４
日
㈯
14
時
か
ら（
開
場
は
13
時
か
ら
）

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
定
先
着
１
５
０
人

他
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
、先
着
10
人
）

申
３
月
１
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
子
ど
も
な
ん

料
２
人
１
組
５
，０
０
０
円（
宿
泊
費
と
夕
食

代
、１
人
増
え
る
ご
と
に
２
，５
０
０
円
追
加
）

申
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ま
な
び
あ
む

（
☎
64
・
４
０
６
０
）へ
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
。下
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
可
。

教
室

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

時
２
月
15
日
㈬
18
時
～
21
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
20
人

申
電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・
０
１
１
９
）へ
。

パ
テ
ィ
シ
エ
に
教
わ
る
ケ
ー
キ
教
室

時
２
月
22
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時

場
城
南
会
館
内
イ
チ
ゴ
ケ
ー
キ
を
作
る

定
先
着
20
人（
今
年
度
初
め
て
の
人
を
優
先
）

で
も
相
談
窓
口（
☎
66
・
２
１
２
０
）か
専
用

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

公
民
館
作
品
展

●
ま
な
び
あ
む（
☎
64
・
４
０
６
０
）

時
３
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰
９
時
30
分
～
16
時

30
分（
５
日
は
15
時
ま
で
）

●
中
公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
）

時
３
月
３
日
㈮
～
５
日
㈰
９
時
30
分
～
16
時

30
分（
５
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

●
城
南
会
館（
☎
78
・
１
８
０
０
）

時
３
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
９
時
30
分
～
16
時

30
分（
５
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

●
西
公
民
館（
☎
75
・
６
５
０
１
）

時
３
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
10
時
～
16
時
30
分

（
５
日
は
15
時
ま
で
）

●
南
公
民
館（
☎
62
・
０
２
８
８
）

時
３
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰
９
時
～
17
時（
12

日
は
16
時
ま
で
）

《
共
通
》

内
各
公
民
館
の
定
期
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
し
た
人
の
絵
画
や
書
、写
真
、絵
手
紙

な
ど
の
作
品
を
展
示
。体
験
コ
ー
ナ
ー
も

大
浦
風
土
フ
ー
ド
体
験「
ふ
る
る
冒
険

団
」春
の
野
山
を
歩
こ
う
！
閉
校
式

時
３
月
18
日
㈯
10
時
か
ら

場
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム

対
中
学
生
以
下（
未
就
学
児
・
支
援
が
必
要

な
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）

定
先
着
20
人（
組
）料
５
，０
０
０
円

申
前
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
同
フ
ァ
ー

ム（
☎
68
・
０
２
３
３
、火
曜
定
休
）

へ
。下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

料
１
人
１
，５
０
０
円（
材
料
代
）

申

２
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
で
同
館（
☎
78
・

１
８
０
０
）へ
。

み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス

時
３
月
４
日
㈯
10
時
～
12
時

場
加
佐
公
民
館

対
小
学
生
～
高
校
生（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

定

20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公
民
館

（
☎
83
・
０
０
３
６
）へ
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク  

（
東
体
育
館
内
、☎
66
・
１
０
６
１
）

●
め
ざ
せ
！
し
の
び
ポ
ケ
モ
ン
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ

時
・
対
３
月
18
日
㈯
❖
４
～
６
歳
…
９
時
30

分
～
10
時
45
分
❖
小
学
１
～
３
年
生
…
11
時

15
分
～
12
時
30
分

場
文
化
公
園
体
育
館
料
２
，０
０
０
円

申
３
月
６
日
㈪
10
時
か
ら
電
話
か
窓
口
で
文

化
公
園
体
育
館（
☎
77
・
１
８
５
０
）へ
。

他
掲
載
し
た
教
室
の
ほ
か
、月
例
教
室
あ
り
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。
下

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

募
集

自
衛
官
な
ど

自
衛
官
候
補
生
や
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
防
衛
省
・

自
衛
隊
舞
鶴
地
域
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。

問
同
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

お
知
ら
せ

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

ＮＨＫ交響楽団舞鶴特別演奏会

　市制施行80周年を記念し、歴史あるNHK
交響楽団による舞鶴特別演奏会を開催。
　指揮ファビオ・ルイージ氏、ソリスト
福川伸陽氏（ホルン）。
　チケットは２月25日㈯から発売。

【日時】５月28日㈰14時から
【場所】総合文化会館
【内容】ハイドン：交響曲第82番 ハ長調「くま」
モーツァルト：ホルン協奏曲第３番 変ホ
長調、ベートーヴェン：交響曲第６番 へ
長調「田園」

【対象】小学生以上
【料金】全席指定6,000円ほか
【問い合わせ先】総合文化会館（☎64・0880）

▶指揮ファビオ・
ルイージ氏
⒞ NHKSO_8
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観光・イベント・スポーツ
などに関する舞鶴の魅力
をＰＲする動画など

イベントなどの
旬な情報をお届け

公式 Facebook（フェイスブック） 公式ムービーチャンネル（YouTube）公式 LINE アカウント
防災情報、
市政・イベント情報など
←登録は、こちらのコードから

Wind of Maizuru
毎週木曜日、12時40分～12時50分
舞鶴のイベント情報などを紹介

お役立ち情報やイベント情報などを
広報番組「パブリックラインまいづる」などで
お知らせしています

市の広報番組

75
・
８
６
０
９
）へ
。

問
京
都
府
立
福
知
山
高
等
技
術
専
門
校（
☎

０
７
７
３
・
27
・
９
０
２
２
）

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
の
支
給
申
請

対
❖
生
活
保
護
世
帯

❖
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、ひ
と
り
親

世
帯
、障
害
者
世
帯（
父
母
か
そ
の
ど
ち
ら
か

が
身
体
障
害
者
３
級
以
上
な
ど
）、児
童
世
帯
、

長
期
療
養
者
世
帯

※
そ
の
他
要
件
あ
り

申
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
申
請
書（
中
丹
東
保

健
所（
☎
75
・
０
８
５
６
）に
備
え
付
け
）を

同
保
健
所
の
窓
口
へ
。

子
育
て

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
２
月
24
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
よ
み
か
た
り
、

子
育
て
の
話
、母
親
同
士
の
交
流

対
妊
娠
中
の
人
、１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親

●
ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時
３
月
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
23
日
㈭
10
時
～

11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
心
と
体
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
体
操
、交
流
な
ど

対
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親（
第

１
子
優
先
）定
先
着
10
組

他

23
日
の
み
託
児
あ
り（
１
人
３
０
０
円
）

申
「
ま
い
コ
コ
」で
予
約
か
電
話
、受
付
窓
口
で
。

●
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

時
３
月
８
日
㈬
10
時
30
分
～
12
時

内
多
胎
児
親
子
の
交
流
と
情
報
交
換

対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
、

多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

《
共
通
》

場
中
総
合
会
館

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

●
０
歳
あ
そ
び
の
体
験 

ボ
ー
ル
と
あ
そ
ぶ

時
２
月
15
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
わ
く
わ
く
デ
イ

時
２
月
17
日
㈮
９
時
30
分
～
12
時

内
乳
児
専
用
拡
大
ス
ペ
ー
ス
で
自
由
に
遊
ぶ

対
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
お
父
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
あ
そ
び
の
体
験　

つ
み
き
と
あ
そ
ぶ

時
２
月
19
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

対
４
か
月
～
１
歳
６
か
月
児
と
そ
の
父
親（
夫

婦
で
の
参
加
可
）

定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
１
歳
あ
そ
び
の
体
験 

か
み
と
あ
そ
ぶ

時
２
月
22
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

対
１
～
２
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

●
木
の
お
も
ち
ゃ
と
あ
そ
ぶ

時
３
月
５
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内
ま
ち
の
お
も
ち
ゃ
屋
・
須
崎
さ
ん
と
つ
み

木
で
あ
そ
ぶ

対
２
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
祖

父
母
の
参
加
可
）定
先
着
10
組

申
電
話
か
受
付
窓
口
で
。

令
和
５
年
度
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

時
４
月
～
来
年
３
月
の
平
日
12
時
10
分
～
12

時
50
分（
開
催
は
月
１
回
程
度
）

場
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

対
❖
音
楽
活
動
を
し
て
い
る
❖
18
歳
以
上

❖
ア
ン
プ
や
マ
イ
ク
を
使
用
し
な
い
生
演
奏

や
歌
唱
な
ど
※
そ
の
他
要
件
あ
り

申
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
文
化
振

興
課
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
デ
モ
音
源
を
添
え
、同
課
へ
。

３
月
下
旬
ま
で
に
選
考
結
果
を
通
知

問
海
の
見
え
る
舞
鶴
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
事
務
局（
同
課
内
、

☎
66
・
１
０
１
９
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生
品
の
展
示
と

申
し
込
み

時
２
月
28
日
㈫
ま
で
の
平
日（
８
時
30
分
～

16
時
30
分
）と
19
日
㈰（
13
時
～
16
時
30
分
）

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示

申
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で（
１
世

帯
１
点
。多
数
の
場
合
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ（
☎
64
・
７
２
２
２
）

介
護
福
祉
士
養
成
科
受
講
生

　
公
共
職
業
訓
練
を
活
用
し
て
国
家
資
格
の

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
、介
護
福
祉

の
現
場
で
働
き
た
い
人
を
募
集
。

履
修
場
所
…
舞
鶴
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
福
祉
専
門

学
校
、修
学
期
間
…
２
年
間
。受
講
料
無
料
。

対
❖
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
人

❖
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
受
講
推
薦
・
受
講
指
示
・

支
援
指
示
を
受
け
た
人

❖
介
護
福
祉
分
野
で
の
就
職
を
希
望
す
る
人

申

３
月
９
日
㈭
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
☎

公民館定期講座 受講生を募集

　各公民館が１年を通して開催する定期講座の受講生を募集。ギター
やヨガ、写真などの講座を用意しています。
　いずれも対象は初心者で、市内在住か在勤、在学の18歳以上。
日時、定員、料金などは各講座で異なります。
　申し込みは、３月10日㈮までに電話かファクス、窓口で各公民館へ。

▪大浦会館（☎68・2010、ＦＡＸ68・2011）
❖やさしいピアノ講座❖カラオケ❖華道（池坊）❖茶道(裏千家）
❖書道❖タイ式ヨガ（ルーシーダットン）❖楽しくリズム体操❖朗読Ⅳ・
話す技術❖絵手紙❖トールペインティング
▪加佐公民館（☎83・0036、ＦＡＸ83・0320）
❖らくらく初心者大正琴❖笑いの絶えないオカリナ❖華道（池坊）
❖茶道（籔内流）❖着物着付け❖短歌❖健康体操「ストレッチ」❖歴史
の道を歩く❖自然観察と野外ハイク❖あたまイキイキ音読❖トール
ペイント❖クラフトバンド
▪城南会館（☎78・1800、ＦＡＸ78・1300）
❖ギター❖ウクレレ❖茶道（表千家）❖がんばらない運動❖水彩画初
心者❖男性料理❖焙

い

りたてコーヒー
▪中公民館（☎62・0400、ＦＡＸ62・0442）
❖クラシックギター❖大正琴❖笑いの絶えないオカリナ❖生け花(池
坊)❖実用習字❖論語を楽しむ❖着物着付け❖免疫力アップのゆっ
たりヨガ❖ベビーヨガ❖写真❖韓国パッチワーク・ポジャギ
▪西公民館（☎75・6501、ＦＡＸ77・1314）
❖初心者キーボード❖初心者のためのオカリナ❖華道(池坊)❖茶道
(裏千家)❖実用書❖俳句❖ひめトレエクササイズ❖フラダンス
❖やさしい英語ライティング講座❖中国語❖韓国語❖絵手紙❖墨絵
❖パッチワーク
▪まなびあむ（☎64・4060、ＦＡＸ64・4064）
❖クラシックギター❖たのしい大正琴❖笑いの絶えないオカリナ
❖華道(池坊)❖茶道(裏千家)❖着物着付け❖フラワーアレンジメント
▪南公民館（☎62・0288、ＦＡＸ65・4746）
❖チャレンジ大正琴♪（木村流）❖生け花（池坊）❖茶道（裏千家）
❖書道❖ひめトレ はじめてヨガ❖ステンドグラス

舞
鶴
高
専
de
あ
そ
ぼ
う

時
２
月
18
日
㈯
10
時
30
分
～
12
時

内
高
専
の
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
遊
ぶ

対
３
歳
～
小
学
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
先
着
10
組

申
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
い
づ
る
遊BixS

の
江
田

さ
ん（
☎
０
９
０・８
４
５
６・７
６

９
１
）

そ
の
他

蔵
書
点
検
に
よ
る
臨
時
休
館

　

蔵
書
点
検
作
業
の
た
め
、図
書
館
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。
本
の
返
却
は「
本
の
ポ
ス
ト
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

西
図
書
館
は
２
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮
、東

図
書
館
は
２
月
20
日
㈪
～
24
日
㈮
。

問
西
図
書
館（
☎
75
・
５
４
０
６
）か
東
図
書

館（
☎
62
・
０
１
９
０
）

陶
芸
館
冬
季
休
館

　
２
月
28
日
㈫
ま
で
陶
芸
館
を
休
館
し
ま
す
。

問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

広
報
紙
は
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」で
も

　
広
報
ま
い
づ
る
や
ま
い
づ
る
市
議
会
だ
よ
り

は
ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
マ
チ
イ
ロ
」で
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。左
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
広
報
紙
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
広
報
広
聴
課（
☎
66
・
１
０
４
１
）

【
有
料
広
告
】

舞鶴市職員募集
【試験日】３月５日㈰
【場所】舞鶴市役所
【募集職種・人数】事務職…５人
【試験内容】SPI3試験と面接試験
【対象】大学、短期大学、高校を卒業（令和5年3月卒業見込み含
む）した人（昭和57年4月2日生まれ～平成17年4月1日生まれ）

【申し込み方法】２月28日㈫までに所定の申込書を
人事課（☎66・1066）へ。詳しくは、右コードから。

令和５年4月１日採用

40歳まで
受験可能
職歴を

初任給に反映

都会の企業などで
働く人大歓迎

市公式インスタ
毎日更新中！

＃ヅルいい
舞鶴

＃ｍｙヅル
いい

▲iOS版

▲Android版

21 20



毎週日曜日　９：00～12：00／13：00～17：00
（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）

舞鶴市休日急病診療所
（舞鶴医療センター敷地内）　☎63・4970

2/11 ㈷ ・12 ㈰ ・23 ㈷８：30から
3/4 ㈯ 開業医の診療終了後
3/5 ㈰ ８：30から

2/18 ㈯ 開業医の診療終了後
2/19 ㈰ ８：30から

2/25 ㈯ 開業医の診療終了後
2/26 ㈰ ８：30から

舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510

2/11 ㈷・12 ㈰・23㈷、3/5㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

2/19 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

2/26 ㈰
9：00～18：00

（受け付けは17：30まで）

舞鶴医療センター  ☎62・2680 舞鶴赤十字病院  ☎75・4175 舞鶴共済病院  ☎62・2510

舞鶴市休日急病診療所の内科一次救急診療

休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）

休日の小児科一次診療

土曜日に午後の診療がある診療所（小児科、内科系）

※できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症など緊急を要しない場合には、できる限り平日　
の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を

■小児科…西村医院（浜、☎63・5456）
■内科系…肥後内科医院（浜、☎62・0359）、大西医院（浜、☎62・0116）、鳥井医院（倉谷、☎75・3111）

※まずは電話で事前に症状などをお伝えください

※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを

リサイクルプラザの休場 2/12㈰・18㈯・26㈰、3/4㈯

休
日
診
療

2
0
2
3
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
　 

　
■
■
相
談
会

休日に開局している処方せん対応薬局
開局時間 ９：00～17：00　

休日・土曜日の水道修理

献血の日程

2/11 ㈷・12 ㈰・
23㈷、3/5㈰

まいづる薬局国立前
（倉梯町、☎65・1188）

2/26 ㈰ まいづる薬局本店
（桃山町、☎66・3311）

舞鶴市管工事協同組合（☎080・3770・6767、 
営業時間：8：00～17：00）

2/12㈰ 9：30～11：15 らぽーる西側
広場13：00～15：30

2/22㈬ 9：45～11：30 市民病院12：45～15：30
2/24㈮ 9：30～11：30 舞鶴市役所

無
料

内　　容 日　　時 場　所 問い合わせ・その他

仕
事

就職個別相談 2/15㈬（※）・22㈬、3/8㈬ 10：00～16：00

ジョブ・サポート
まいづる
※福来コミュニ

ティセンター

ジョブ・サポート
まいづる
☎63・0810

若者サポートステーション出張相談 2/16㈭、3/2㈭・9㈭ 10：00～15：00

就労準備支援個別相談 2/17㈮・24㈮、3/3㈮・
10日㈮ 10：00～16：00

マザーズジョブカフェ巡回相談 2/20㈪、3/6㈪ 10：00～16：00

看護職就業相談 3/6㈪ 13：30～15：00

福祉のお仕事相談 3/7㈫ 13：00～16：00

ひとり親家庭就労相談 2/14㈫・28㈫ 10：00～16：00 市役所別館 府ひとり親家庭自立支援センター
☎0773・23・2771

看護職就業相談会 2/15㈬ 13：30～15：00 ハローワーク舞鶴 府北部看護職支援センター
☎0772・46・9002

入札監視委員会 2/15㈬ 13：30から 市役所別館 契約課　☎66・1065
教
育 定例教育委員会 2/17㈮ 14：00から 市役所別館 教育総務課　☎66・1070

福
祉

療育相談 2/13㈪・27㈪ 13：30～15：30 支援センター
みずなぎ

生活支援センターみずなぎ
☎64・3766

身体障害者相談 2/15㈬・25㈯ 13：00～14：30 身障センター 障害福祉・国民年金課
☎66・1033、℻62・7957

高齢者・障害者権利擁護相談
（財産管理・遺産相続・遺言など） 3/8㈬ 13：00から 市役所別館 高齢者支援課　☎66・1018

行
政
・
法
律

行政相談 2/14㈫ 14：00～15：30 西総合会館

生活支援相談課　☎66・1006

巡回市民相談 2/14㈫ 14：00～15：30 西総合会館

弁護士心配ごと法律相談 2/17㈮ 13：00から 市役所本館

公証人相談 2/21㈫ 13：30～15：30 市役所本館

土地家屋調査士相談 2/21㈫、3/7㈫ 13：30～15：30 市役所本館

司法書士法律相談 3/2㈭ 13：30～16：30 市役所本館

行政書士相談 3/7㈫ 13：30～15：30 市役所本館

弁護士多重債務法律相談 3/9㈭ 17：00～18：30 西駅交流センター

弁護士府民法律相談 2/20㈪ 13：30から 中丹広域振興局 中丹広域振興局　☎62・2500

人
権

人権なんでもお気軽相談（電話も可） 2/13㈪・20㈪・27㈪、
3/6㈪

  9：00～12：00
13：30～16：00 法務局舞鶴支局

法務局舞鶴支局　☎76・0858
特設人権相談 3/2㈭ 13：00～16：00 中丹広域振興局

女性のための相談室 平日   9：00～16：00 ‐ 女性のための相談室
☎65・0056

健
康

出張がん個別相談 2/16㈭ 13：30～15：30 中丹東保健所 府がん総合相談支援センター
☎0120・078・394 

聞こえの相談 2/27㈪ 13：00～16：00 聴言センター 聴言センター
☎64・3911、℻64・3912

暮
ら
し

ひきこもり支援巡回相談 3/3㈮   9：00～12：00 市役所本館 生活支援相談センター
☎66・5001FP による家計相談 3/8㈬ 10：00から 市役所本館

要申込

要申込

申込優先 〈定員12人〉

納期…2/28㈫
国民健康保険料9期
介護保険料9期
後期高齢者医療保険料8期

2/15㈬ 8：30～12：00に
申込 〈定員11人 （抽選）〉

ごみの収集 2/23㈷は可燃ごみの収集を休みます。

2/15㈬ 16：00までに申込

2/20㈪に
申込〈先着5人〉

※400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

2/15㈬ 9：00から申込 
〈先着8人 〉

要予約 
〈先着3人〉

3/8㈬ 16：00までに
申込〈先着3人〉

kachaman_53_　      　　          … ho_shitsu                  …

maizuru.view            …

3anuenue75            …今月の

　「#ヅルいい舞鶴」「#myヅルいい」のタグが付いたインスタグラム
の投稿の中から、シティブランディングプロジェクト（※）メンバーが
投稿をピックアップ！投稿者（写真左上がアカウント名）からのコメ
ントと併せて紹介します。舞鶴の良いところを再発見しましょう。

この日は映画を見に八千代館まで
行っていたのですが、何か撮って
帰ろうと思いました。妻がクレイ
ンブリッジがきれいだよと教えて
くれ、寄り道して初めて撮影に行
きました。対岸の工場も良い感じ
でしたし、オリオン座も見えてな
かなかの景観で、行って良かった
です。

牡
か き

蠣愛が止まらない。
年間 100 近く食べる。
焼き牡蠣、蒸し牡蠣、牡
蠣フライ、牡蠣おにぎり。
毎年シーズンが待ち遠し
い。
舞鶴の牡蠣をぜひ一度！

大森神社で撮影した、一生
懸命お祈りする女の子がと
てもかわいい 1 枚です。ま
るで森の中のような光と影
の具合がとても美しく、き
れいに写真が撮れるお気に
入りのスポットです。

舞鶴の美しい景色を多くの
人に知ってもらいたいと思
い投稿しました。舞鶴には
まだまだ良い所がたくさん
あります。ぜひ足を運んで
いただきたいです！

うまいづる
—

今月の表紙
—

日常
—

杉山地区
—

※「舞鶴をまちの内側から元気にしたい」「市民の皆さんにもっとまちへの誇りや愛着を持っ
てほしい」という思いで令和2年度から始まった事業。市内事業者、教員、市の若手職
員などで結成し舞鶴の魅力発信に取り組んでいる

日
本
特
産
の
原
始
的
な
植
物
で
、本
州
・
四

国
・
九
州
の
山
地
の
沢
筋
に
多
く
見
ら
れ
る

落
葉
高
木
。高
さ
は
５
～
10
㍍
位
。樹
皮
は
褐

色
で
横
長
の
皮
目
が
目
立
つ
。葉
は
互
生
し
長

い
柄
を
持
ち
、幅
、長
さ
と
も
６
～
12
㌢
の
広

円
形
で
縁
に
は
不
揃
い
の
粗
い
鋸き
ょ
し歯
が
あ
り
、

先
端
は
尾
状
に
な
る
。春
、葉
が
開
く
前
に
短

枝
の
先
に
萼が
く
や
花
弁
の
な
い
暗
赤
色
の
花
を

房
状
に
つ
け
る
。名
前
の
由
来
は
、樹
皮
が
桜

に
似
て
い
て
、赤
い
花
が
房
に
な
っ
て
咲
く
こ

と
か
ら
。別
名
タ
ニ
グ
ワ
は
、谷
に
生
え
葉
が

桑
に
似
て
い
る
た
め
。

ま
い
づ
る
花
図
鑑

【
協
力
】 

瓜
生
勝
朗 

氏

 Vol.192

フサザクラ（タニグワ）
（フサザクラ科）

☆
第
33
回
全
国
高
等
専
門
学
校
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト

　
（
令
和
４
年
10
月
15
日・16
日
、群
馬
県
）

❖
課
題
部
門

　
小
崎
創
生
、
久
郷
和
、
千
田
真
也
、
谷
水

勝
太
郎
、松
本
拓
真（
以
上
、舞
鶴
高
専
４
年
）

❖
競
技
部
門

　
植
原
一
希
、
松
田
陸
（
以
上
、
舞
鶴
高
専
４

年
）、杉
本
辞（
舞
鶴
高
専
３
年
）

☆
第
11
回
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
令
和
４
年
11
月
５
日・６
日
、福
島
県
）

　
織
田
葉
月
、嵯
峨
根
彩
巴
、檜
木
菜
瑚（
以
上
、

共
栄
高
２
年
、城
南
中
出
身
）、江
上
優
杏
、松
岡

さ
つ
き（
以
上
、共
栄
高
１
年
、城
南
中
出
身
）、

高
橋
美
空（
共
栄
高
１
年
、城
北
中
出
身
）

☆
２
０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
マ
ス

タ
ー
ズ
の
部
）

　
（
令
和
４
年
12
月
２
日
～
４
日
、岡
山
県
）

❖
女
子
サ
ー
テ
ィ

　
植
山
真
実（
喜
多
）

❖
女
子
ロ
ー
セ
ブ
ン
テ
ィ
　

　
中
村
泰
子（
寺
内
）　
　  

　（
以
上
、敬
称
略
）

全
国
大
会
準
優
勝
お
め
で
と
う

☆
鈴
鹿
４
時
間
耐
久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
オ
ー

ト
バ
イ
）

　
（
令
和
４
年
８
月
５
日・６
日
、三
重
県
）

　
高
居
京
平（
西
舞
鶴
高
出
身
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

☆
第
31
回
グ
レ
ン
ツ
ェ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

フ
ァ
イ
ナ
ル

　
（
令
和
４
年
４
月
23
日
、ビ
デ
オ
審
査
）

　
中
村
心
音（
城
北
中
１
年
）

☆
第
55
回
カ
ワ
イ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会

　
（
令
和
４
年
８
月
18
日
、静
岡
県
）

　
中
村
心
音（
城
北
中
１
年
）、山
下
紗
里（
新
舞

鶴
小
４
年
）

☆
第
37
回
日
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル

　（
令
和
４
年
８
月
20
日
、東
京
都
）

　
中
島
良
太（
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
）

全
国
大
会
準
優
勝
・
出
場

者
を
紹
介
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1月号の人気記事
● １位…道路から見たまちづくり（33票）
● ２位…まいづる元気人（10票）
● ３位…新春対談 （7票）
　西舞鶴道路を取り上げた記事が1位を獲得しました。「白鳥通りを通るたび
に楽しみに見ている」「舞鶴西ＩＣで高速を降りたあと、白鳥街道へ出るまでが
混むので早期の完成を希望する」「改めてすごい道路ができあがるのだなあ
とビックリしている」「工事をしているところをよく見ていたが、どういうふう
な形になるのか全く分からなかったので、こうして未来予想図を見ることが
できてよかった」「未来予想図がすごく分かりやすかったので理解できた」「完
成はずっと先の事のように思っていたが、現実的になった」「交通の便が良く
なり、通勤ラッシュも緩やかになればうれしい」といったコメントがありました。
　2位となったビーチハウス神崎オーナーのボーエンさんを紹介した記事に
は「元気で活気のある人が移住して来られたニュースは、新鮮でこれからの
未来の田舎も捨てたものではないなと思えた」「ＦＭまいづるでインタビュー
を聞いて神崎へ訪問した。とても楽しい方で、ヨガを一緒にした。暖かくなっ
たらマリンスポーツをしに行きたい」などのコメントがありました。

1月号広報アンケート
● 新年の抱負を教えてください
　❖健康に過ごす❖仕事を頑張る❖ターゲットバードゴルフの上達❖舞鶴湾で
アオリイカを釣る❖たくさんのおいしいものを味わう❖運動を定期的に行う❖「こ
うでなきゃ」とこだわらず、心を自由自在にして生きる❖痩せる❖何事にも丁寧
に自分らしく取り組む❖現状維持❖デイトレで稼ぐ❖町内会の役員をしっかり
務める❖詩歌に励む❖マラソン・ウオーキングを頑張る❖行動する❖優しい人
になる など皆さんいろいろな抱負を立てられています。抱負を達成できたとい
える年になるよう、今年も1年頑張りましょう。　　　　　　　　　《広報広聴課》

広報まいづる
1月号

声　読者から　
寄せられた声

1月10日時点

2
0
2
3

2
発

行
／

舞
鶴

市
（

〒
6
2
5
-8

5
5
5
 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1
0
4
4
、

☎
6
2
・

2
3
0
0
） ※

☎
…

舞
鶴

市
内

の
電

話
番

号
で

は
市

外
局

番
（

0
7
7
3
）

を
省

略
し

て
い

ま
す

編
集

／
広

報
広

聴
課

（
☎

6
6
・

1
0
4
1
、

ＦＡＸ
6
2
・

7
9
5
1
）　

　
基

本
デ

ザ
イ

ン
、

一
部

編
集

、
印

刷
／

株
式

会
社

コ
ザ

イ
印

刷
所

60件

フォーム
43件

はがき
17件

応募件数

30代（3人）

40代（3人）

50代（7人）70代（18人）

60代（27人）

応募者
年代

80代（2人）

広報まいづるアンケート
1.「広報まいづる」の内容の満足度は、次のうち

どれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
2. 広報まいづる 2 月号で興味・関心を持った記

事は何ですか？
3. あなたのバレンタインデーの思い出は？

応募方法
「はがき（〒625-8555（住所不要）舞鶴市役所
広報広聴課あて）」か「市ホームページ応募フォー
ム（右下コードからアクセス可）」で①アンケー
トの回答 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④年齢 ⑤電
話番号 ⑥広報紙や市政への意見などを記入し、2
月 24 日㈮（消印有効）までに広報広聴課へ。

※応募は１人１通。当選者は全てのアン
ケートに回答があった人の中から抽選で
決定。当選者にのみ通知します

※いただいた感想や意見は、匿名で広報
紙に掲載することがあります

昨年10月にオープンした一本堂舞鶴店。看板商品の生クリーム
食パンはそのまま食べてもじんわり甘さが広がるおいしいパンですが、
表面をトースターやフライパンで軽く焼くと香ばしい香りが広がり
さらにおいしく多幸感あふれる一枚に。甘めのスプレッドと相性が
よく、味の濃いものにも負けない力強いパンなので、イチゴジャム
とバター、はちみつとクラッシュナッツの組み合わせなど、お好みで
お楽しみください。

【提供】一本堂舞鶴店（株式会社エコ・ビータ）（溝尻町 11-10、☎
0120・88・5524）

あなたの意見や感想を
聞かせてください

アンケートに答えて
プレゼントに応募しよう

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

5名

～食パンで朝食を～

生クリーム食パン 1斤

抽選で

24


